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た妥当な方法であるとも思われる。   
が，ここに決定的な盲点がある。「自己非難から自分を守るために，他人に対して同じ非難を  
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1．本当に自分に対して真剣であるのか（あるいは遊び，代用，自己満足なのか）という問題   














－71－   






































－72－   





























3．フロイトの側にあった（復讐）ファンタジー   
フロイトのとった行為にも復讐の側面が多くあったのではという点もこれまでさまざまに指摘  
されてきているが，代表的な点に少し触れておく。  
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知らせを父にもたらした。その後，ドラはK夫妻との関係を絶ってしまった。ドラが，大人の偽  
善を暴き，復讐するためにあがいた様子が窺われる。（が，土居も指摘しているように，心の虚  






















1．ドラ論文と r夢解釈j   
フロイトは1901年1／25のフリースへの手紙で，「『夢とヒステリー』を昨日仕上げました。……  
これはヒステリー分析の断片で，二っの夢を中心に解明したもので，それゆえ本質的に夢の本の  






その基礎工事が終了した，といって過言ではないであろう」と述べているが，筆者もそう思う。   
その両方に共通しているテーマは，（夢や症状の）解釈と，（治療関係をはじめとするさまざま  
な）関係性の問題である。ドラの治療においては，第二の夢の解釈を終え，フロイトは解釈に成  
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功したと感じ満足を表明するが，治療としては中断し，成功とは言えないわけで，フロイトに問  
題として突きつけられ，「転移を扱う作業は全治療の中でもっとも困難な部分である」（362頁）  



















2．症例ドラと関連するフロイト自身の夢のテーマ   
テーマや問題点を指摘するだけでは不十分で，上の引用文にあるような態度をもって臨んでい  
かなければ大事なことはわからない，というのが筆者の一番主張したい点であるが，その参考に  
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の深い人物と結婚することを指して言っている）。   
ちなみにフリースの妻は，プロイアーの元患者であったイーダ・ボンディである。そして，症  
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例のドラの本名は，イーダ・パウエルで，フリースの妻と同名である。さらに，フリースの妻イー  
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